
大淀川水系河川整備基本方針変更の概要

・平成17年9月の台風14号による洪水では、基本高水のピーク流量を上回る洪水
が発生し、流域内で約4,700戸の浸水被害が生じた。
・今回、大淀川水系河川整備基本方針について、次の変更を行う。

・平成17年9月の洪水を踏まえた、基本高水のピーク流量や計画高水流量の変更
・「水防災意識社会再構築ビジョン」に基づく取組を踏まえた減災対策について追記 等

①平成17年9月の台風14号洪水被害の記述を追加
（１．（１）流域及び河川の概要）

②今後の河川整備の方針に関する記述を追加等
（１．（２）河川の総合的な保全と利用に関する基本方針
ア 災害の発生の防止又は軽減
ウ 河川環境の整備と保全）

③基本高水のピーク流量、主要な地点における計画高水流量の変更等
（２．（１）基本高水並びにその河道及び洪水調節施設への配分に関する事項、

（２）主要な地点における計画高水流量に関する事項）

④その他（市町村合併に伴う流域内市町村数の修正等）
（１．（１）流域及び河川の概要 等）

＜河川整備基本方針本文の変更箇所＞

＜変更の概要＞
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